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岡⼭県奈義町⽴奈義中学校

〜運⽤のしやすさが、⽇常使いにつながる〜
奈義中学校では、「主体的・学び合いのある授業づくり」を柱にしており、学校・地域・家庭が１つになり、

さまざまな取り組みをしています。今回は、学校と家庭で活⽤しているｅライブラリの実践をご紹介します。

授業は、ドリルで復習からスタート

この⽇の理科の授業は、前の単元の復習から始まり
ました。「ｅライブラリのドリルは、⽣徒が⾃分のレ
ベルや学習進度に合った教材で学習できます。それに
リトライを重ねることで１００点が取れて、成功体験
ができるところも良いです」と情報担当の粟井先⽣。
⽣徒は、わからない問題はヒントを⾒たり、つ

まずいた問題も解答解説を確認したりしながら、
１００点を⽬指して真剣に取り組んでいました。

導⼊直後は、台数の限られたタブレットをどのように運⽤したら良いか⾒えず、
さまざまな場所へ設置して「使いやすさ」を模索してきました。その結果、保管場
所を意識するより、「いかに⽣徒がタブレットを取りやすくするか」が⼤切で、それ
が授業のしやすさにもつながるとわかりました。今ではタブレットを保管庫から出し
て、⽣徒の取りやすいところに常設することでスムーズな運⽤につながっています。
ｅライブラリのドリルは、「⾃動採点」と「解答解説」も付いているので、⽣徒が

⾃分のペースで多くの問題に取り組むことができます。タブレットの準備に時間がか
かると⾔われますが、その分ｅライブラリは、教員の採点や解答解説の時間を短縮で
きるので、結果的に授業の時間配分を変更することなく⽇常的に活⽤しています。

インタビュー タブレットの運⽤とｅライブラリの活⽤

研修主任・情報担当
粟井 康晴 先⽣

▲ 授業の最初に、前の単元の復習をする
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※ アンケート項⽬の⼀部を掲載していま
す。

２０１９年度 授業アンケート＜理科＞集計

ｅライブラリを使った授業の感想
⾃分の苦⼿な単元や得意な単元がすぐにわかるので、それを⾒
て授業や勉強に役⽴てたいと思います。

振り返りをすることで、⾃分の課題とできるところを、改めて
確認できたので良かった。

間違えた問題を⾃分のペースで理解するまで時間をかけてする
ことができるので良いと思う。
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たくさんの問題を解ける

問題のレベルを選べる

⾃分のペースで問題を解ける

黙々と問題を解ける

ヒントや解答・解説が充実している

相談できるようにしてほしい

もっと問題を解きたい

今後もｅライブラリを利⽤した授業を⾏ってほしいですか︖

習熟度・学習進度に
沿った学習が実現︕
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ｅライブラリを⽤いて練習問題を解きましたが、どのような
感想に近いですか︖ ※ 複数回答可

単元︓地球から⾒た天体の動き理科
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ｅライブラリで⾼校⼊試対策も

奈義町では、１１年間を⾒通した幼稚園・⼩学校・中学校の連携教育を⽬指して
おり、中学校は「主体的・学び合いのある授業づくり」を柱にしています。また、
県から「学習習慣形成モデル校事業」の指定を受け、家庭での学習時間と内容に重
点を置き、学⼒向上に向けた研究をしています。
本校では、個の習熟度や学習進度に沿って学習できる、ｅライブラリの家庭学習

サービスを学習ツールの１つとして推奨しています。中にはインターネットの接続
環境の無い家庭もありますが、ｅライブラリのプリントを⾃主学習プリントとして
持ち帰って良いようにして、学習機会に差が開かない配慮をしています。

 「単元別プリント」を⾃主学習プリントとして、各教
室の前に設置し、学習したことを復習できるようにし
ている。

 ⾃主学習プリントは、１つの単元が終わるごとに、教
科の先⽣が新しいプリントをすぐに追加し、最新の状
態を維持している。

先⽣の⼯夫

インタビュー 学校の教育⽅針とｅライブラリの活⽤

校⻑
中村 雅徳 先⽣

昨年度は、⾼校⼊試に向けて出題傾向の把握や演
習問題として、ｅライブラリの「⾼校⼊試過去問」
を使って⼊試対策をしました。取り組んだ地域の過
去問は、先⽣が⽤意した⽩地図に⾊を塗ることがで
きます。「全国制覇したい」と⽣徒の意欲もより⼀
層⾼まったそうです。
⽣徒からは「⾼校⼊試の問題の傾向がわかって良

かった」という声も挙がっているとのことです。
▲ 取り組んだ都道府県に⾊を塗る

放課後学習と家庭学習の連携

▲学校と家庭の学習をつなぐために、家庭学習サービス
を利⽤する

放課後学習にｅライブラリを導⼊したねらいは、
家庭学習のツールとして使えることを案内するため
と、学校と家庭の学習を連携するためです。「学習
⽅法は、⽣徒によってさまざまです。⽣徒⼀⼈ひと
りの可能性を広げるために、１つでも多くの学習
ツールを学校からも提供したいと思っていました」
と粟井先⽣。
インターネットの接続環境の無い家庭へは、⾃主

学習プリントとして「単元別プリント」を配布して
いるそうです。

▲ ５教科のプリントを収納している

これまで、⽣徒⼀⼈ひとりに合った⾃主学習プリントを準備するのに時間がかかるといった課題があ
りましたが、ｅライブラリのプリントは、難易度ごとに分かれているので、⼀⼈ひとりに合ったプリン
トがすぐに準備できます。教員の教材作成時間も⼤幅に削減できるため、⼤変重宝しています。


